






























　 本 稿 は 平 成 28





























































































全実施プログラム数 204 205 244 266 297 330
青森県における実施プログラム数 1 0 0 2 1 3
東北 6 県における実施プログラム数 22 19 19 27 27 30
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【表１】














平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度
医歯薬学 31 30 41 42 53 56
物理 18 15 18 27 24 22
化学 18 19 18 19 22 26
生物 39 35 39 51 50 60
数学 2 4 3 6 6 7
工学 24 27 42 45 48 51
農学 9 11 10 11 14 17
地学 0 6 6 8 9 7
地理 1 0 0 0 1 2
自然 25 15 27 22 24 37
社会 9 13 10 7 9 10
生活 12 10 8 9 10 10
人文 10 14 15 15 18 18
歴史 3 3 5 3 7 4
その他 3 3 2 1 2 3
合計 204 205 244 266 297 330
6 ※同タイトルで複数回実施の場合、1 プログラムとして集計した。また、複数分野を選択している場合、優先されている
分野名による集計を行った　（「医歯薬学・生物」の場合、「医歯薬学」として集計）。










































人文を第 1 分野として選択 10 14 15 15 18 18
人文を第 2 分野として選択 4 3 4 3 5 8
それ以外 190 188 225 248 274 304





























































































































































































　 こ の と き、「 蛍 」
の別バージョンの歌
詞 が あ る こ と を 学
び、日本初の音楽教
科書に讃美歌が数曲
入っていたことを学
んだ。またこの『小
学唱歌集初編』の第２３番「君が代」を通して、
「君が代」という曲が、現行の国歌君が代の
他にもあったことを学んだ。
⑶参加者の感想から
　今回の企画は、参加者の事前学習時間を取る
ことができないため、日本学術振興会のアンケ
ートに加えて、「今回の企画に参加して、受講
する前と受講した後で、それまでのイメージが
かわったことがありましたら、ぜひ教えてくだ
さい」として記述してもらった。以下に、その
部分を転載する。
・人文系で何をやっているか、はっきりとした
イメージを持つことができた。
・青森と音楽の関わり。
・「昔の楽器はつまんない」というイメージが
なくなった。
・日本の歴史に青森が影響を与えていたこと。
お話しされる先生方がとても楽しそうで、研
究するのは楽しいことだと思ったし、大学は
楽しいところだと思った。
・青森の歴史は学校の授業で取り上げられるこ
とがほとんどないので、よくわからなかった
けれど、実は奥が深かったと知って、もっと
知りたいと思った。
・文明開化の時に青森の人が地域のために様々
なことを行っていたこと。
・アメリカに津軽の歴史資料があることに驚き
ました。
・音楽の歴史に青森が少し関係している
・あまり音楽に関わっていないと感じていた青
森でしたが、受講して男声合唱の始まりが青
森などと知った時に青森のイメージが変わり
ました。
・武士が音楽をやっていたとは思いませんでし
た。そこから時代とともに変化しながら、今
の音楽があるのだとわかりました。
・青森は明治維新で近代化になっていないと思
っていましたが、すごく日本の音楽に貢献し
ていると知ってびっくりしました。
・琴を弾くのは鎌倉時代の武士というイメージ
が強かったが、幕末、明治と受け継がれて現
在に至ったということに驚いた。
・昔からの曲で海外から讃美歌として入ってき
たものが多いことに驚きました。
・昔の音楽に対しての考え。もう少し古くさい
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8ものかと思っていたが、現代のものに近いも
のもあった。
・音楽の歴史のイメージ、津軽の音楽とのイメ
ージがとても変わりました。知らないことが
ほとんどだったので、貴重な受講でした。
・音楽のことについてここまで詳しく知ること
ができたので、いい体験になりました。とて
も楽しかったです。
・もっと難しい内容だと思っていましたが、思
ったよりわかりやすく、楽しかった。
また自由記述としては、次のような感想も寄せ
られた。
・今日 1 日を通してとても知らないことを学ぶ
ことができたので良かったです。
・琴に対しての強い興味を持つことができた。
また現在の洋楽が導入されるまでの道やそれ
に関した津軽の動きもしれた。レポートとし
てまとめてみようと思う。
・めったに見ることのできない貴重な琴をさわ
ったり、きくことができてとても脅威深かっ
たです。
・君が代がたくさんあったのを知ってびっくり
です。
・このような機会がないと昔の音楽史について
学ぶことがないので良かったと思います。
・歴史の授業ではほとんどやらないことを知る
ことができた。青森県民として地元の歴史を
もっと知りたくなった。
・知らなかった郷土の歴史や音楽との関わりを
学ぶことができ、大変面白かったです。あり
がとうございました。
・教科書にあまり載っていない青森の歴史を知
ってうれしかったです。また「琴」を演奏し
てみて、まず楽譜が読めず苦労したことが衝
撃でした。
・琴という楽器を初めて見て、めったに見られ
ないものらしいのに、生演奏まで聴くことが
できてとても嬉しかったです。今まで知るこ
とがなかった近代の青森について知ることが
できたのでよかったです。
・青森の歴史と音楽という、地域根ざした題材
を取り上げたり、普段はあまり関わりのない
と思われる二教科を同時に学べるところが魅
力的だと思った。
・かたくるしいことだと思っていたけど、青森
の歴史を知ることは楽しかったし、もっと知
りたいと思った。
今回、青森の歴史について、琴はとても演奏の
仕方が難しいと感じた。大学の講義を受けて
みて、とても楽しい時間を作れた。今日は本
当にありがとうございました。
・音がとても好き。
・とても貴重な体験ができて幸せ。
結びにかえて
　音を交えて歴史を考える試みは今回が初めて
で、試行錯誤の連続であった。しかし実施後の
アンケートによると、普段接することのない楽
器に触れた楽しさに加えて、郷土の歴史に興味
を持ったという感想が寄せられており、本来の
目的であった「音を通して青森の近代を学ぶ」
ことについては一応の成果を見たのではないか
と考えている。また本稿の前半で述べた通り、
「ひらめき☆ときめきサイエンス」での実施プ
ログラムの中で、人文系が全体の１割にみたな
いことと、さらに青森県の場合は、「ひらめき
☆ときめきサイエンス」のプログラム開催その
ものが全体の１％程度できわめて少ないという
ことを鑑みると、本プログラムは地域の高校生
に対して科研費を受けて遂行されている人文系
の研究を知ってもらう機会を提供できたという
点において、いささかの地域貢献になりえたの
ではと考えている。それが実現した背景には、
告知や参加者の募集において、地元の高校の先
生たちから多大な協力を頂くことができたこと
を挙げておかなければならない。今後も研究成
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9果を高校生など若い世代に伝える機会をつくる
ためにも、今回築いたネットワークをさらに強
化して、連携を図っていきたいと考えている。
　最後に、内容に関する今後の展開について述
べておきたい。青森に限らず、近代日本の西洋
音楽普及過程において、賛美歌の歌唱行動が重
要であることは言うまでもない。今回はプロテ
スタントの賛美歌中心で構成したが、今後ハリ
ストス正教の賛美歌も含めて、さまざまな文化
活動の体験を工夫することで、地域の歴史理解
を図っていきたい。
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（青森中央学院大学　看護学部　教授　きたはら　かなこ）
（京都市立芸術大学　伝統音楽研究センター　准教授　たけのうち　えみこ）
（帝京大学　文学部　講師　やました　すみれ） 
